
　（１）城陽市域における奈良時代の寺院と役所について
	 	 　　　城陽市教育委員会文化・スポーツ推進課

	 	 	　　　　課長補佐兼文化財係長事務取扱　小泉　裕司　　P １～ P ７

　（２）城陽市芝山遺跡の発掘調査成果とその意義について
	 	 　　　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター調査課

	 	 	　　　　　　　　　　　　　　			調査員　	清水　早織　　Ｐ８～Ｐ 17

　（３）恭仁宮跡朝集院の発掘調査成果から
	 	 	　　　京都府教育庁指導部文化財保護課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副主査　	古川　匠　　　	P18 ～ P27

　	

日	時：平成 29 年２月 25 日（土）　午後１時 30 分～４時 30 分

場	所：城陽市立福祉センター　１階　ホール

主	催：京都府教育委員会

　　　	公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

共	催：城陽市教育委員会

第 134 回　埋蔵文化財セミナー資料

南山城の古代都城と役所を探る



1

城陽市域における奈良時代の
寺院と役所について

城陽市教育委員会文化・スポーツ推進課
課長補佐兼文化財係長事務取扱　小泉裕司

１．はじめに・・・久
く つ か わ

津川古墳群の終焉

３世紀中頃に芝
しばがはら

ヶ原古墳の築造ではじまる久津川古墳群の造営は、６世紀後半に終焉を

むかえます。６世紀前半には33～50ｍの前方後円墳である坊
ぼうずやま

主山１号墳（広
ひ ろ の

野支群）、芝
しば

ヶ
が

原
はら

６号墳・上
うえおおたに

大谷１号墳（久
く ぜ

世支群）、長
ながいけ

池古墳（富
と の

野支群）が築造されます。これらの古墳

は、比較的狭い地域を治めた有力首長の墓と考えられます。６世紀後半には芝ヶ原１～４

号墳や上大谷２～５号墳（久世支群）、芝山古墳群（富野支群）など10～20ｍの円
えんぷん

墳が築造さ

れますが、有力首長墓はみられません。久津川古墳群では、６世紀後半に有力首長が姿を

消し、６世紀末頃までには造墓活動が終焉します。

２．新たな集落の出現・・・飛鳥時代（７世紀）

（１）墓の地から集落の地へ

６世紀末から７世紀前半にかけて、大谷川扇状地やその南側丘陵（芝ヶ原丘陵・正
しょうどう

道丘

陵）、大河原川の南側丘陵（芝山丘陵・森
もりやま

山丘陵）に集落が営まれはじめます。　

大谷川扇状地では、扇状地南半の横
よこみち

道遺跡や古
ふるみや

宮遺跡で竪
たてあなじゅうきょ

穴住居を中心とした集落が確

認されています。また扇状地の先端にあたる室
むろのき

木遺跡でも竪穴住居を中心とした集落が確

認されています。

芝ヶ原丘陵の芝ヶ原遺跡やその南側の正道丘陵の正
しょうどう

道遺跡では、竪穴住居と掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物

が混在する集落が確認されています。

芝山丘陵に広がる芝山遺跡では竪穴住居と掘立柱建物が混在する集落が確認されてお

り、その南側の森山丘陵の森
もりやま

山遺跡でも竪穴住居を中心とした小規模な集落が確認されて

います。

これらの集落は、５～６棟前後の竪穴住居を１グループとして散在するように営まれて

います。芝ヶ原遺跡では18棟前後の竪穴住居が営まれるグループがあり、このグループは

７世紀初頭以降に掘立柱建物となり、７世紀末まで存続していました。大谷川扇状地周辺

における中心的な集落と考えられます。
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このように６世紀後半まで地域を治める大首長や有力首長の墓域として利用されていた

大谷川扇状地やその周辺丘陵が、６世紀末から人々が暮らす場所となります。

（２）新たな有力首長の出現

６世紀末以降、横穴式石室をもつ古墳が築造されます。６世紀末～７世紀初めに上大谷

17号墳（円墳）、７世紀前半に上大谷12・14号墳（方墳）、８世紀初めに尼
あまづか

塚５号墳（円墳）が

築造されます。これらの古墳は、久津川古墳群の造墓活動がいったん終焉した後に築造さ

れることやこれ以前に久津川古墳群では横穴式石室をもつ古墳が築造されないことから、

新たに営まれた集落を治める有力首長が出現したことを示していると思われます。

（３）地域を治める役所の出現

７世紀中頃になると、正道丘陵上に大型の掘立柱建物や倉庫と考えられる掘立柱建物が

整然と配置された建物群が造営されます。正
しょうどうかんが

道官衙遺跡官衙Ⅰ期と呼ばれる建物群です。

７世紀後半の中頃になると、同じ場所に細長い建物を「コ」の字に配置する建物群が造営

されます。正道官衙遺跡官衙Ⅱ期と呼ばれる建物群です。官衙Ⅰ期・Ⅱ期の建物群は大型

の掘立柱建物が整然と配置されることから、役所（官衙）的な機能をもった施設と考えられ

ています。

（４）栗隈大溝

『日
に ほ ん し ょ き

本書紀』には推
す い こ

古十五年（607年）に「山
やましろのくに

背国に大
おおうなで

溝を栗
くるくま

隈に掘る」と書かれています。

この記述は、大谷川扇状地の西側に広がる木津川沿いの平地に灌
かんがい

漑用の大溝を掘り、耕作

地を拡大させたことを示していると思われます。『日本書紀』に記述されることから、大

溝の掘削は国家事業として行われた可能性が高いと考えられます。

中央政権と密接な関係をもった新たな有力首長が支配下の人々を引き連れこの地に移り

住んだことにより新たな集落が出現し、また中央政権が直接的な支配を行うために役所を

置いたとも考えられます。

３．山背国の拠点へ・・・奈良時代（８世紀）

（１）郡役所(郡衙)の設置

８世紀になると正道官衙遺跡官衙Ⅰ・Ⅱ期の建物群の東側に大型の掘立柱建物群、門や

築
つ い じ

地が整然と配置されます。正道官衙遺跡官衙Ⅲ期と呼ばれる建物群です。文献史料にみ

られる郡衙建物や地方官衙の配置に一致することから、奈良時代にこの地おかれた山背国
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久世郡の郡役所（郡

ぐ ん が

衙）と考えられています。

（２）寺院の建立

８世紀には芝ヶ原丘陵周辺や大谷川扇状地に久
く ぜ は い じ

世廃寺、正道廃寺、平
ひらかわ

川廃寺の３つの寺

院が建立されます。

久世廃寺は、芝ヶ原丘陵の先端に建立された法
ほ っ き じ し き

起寺式伽
が ら ん

藍配置をもつ寺院です。主要な

建物は８世紀前半に建立されますが、飛鳥時代の瓦
かわら

も少量ながら出土していることから７

世紀後半に小規模な前身建物が創建されたと考えられています。また当時の高級品である

唐
とうさんさい

三彩や新
し ら ぎ

羅の緑
りょくゆうとうき

釉陶器を含む施
せ ゆ う と う き

釉陶器が出土しており、中央政権と密接な関係にあった

ことを示しています。久世廃寺は、中央政権と結びつきをもつ有力氏族の氏
うじでら

寺ではないか

と思われます。

正道廃寺は、正道官衙遺跡官衙Ⅲ期の建物群周辺で瓦類、塼
せんぶつ

仏片、相
そうりん

輪片・水
すいえん

煙片が出

土していることから、官衙Ⅲ期建物群の東側丘陵上にあったと推定されています。飛鳥時

代の瓦が出土していることから、官衙Ⅰ・Ⅱ期の建物群と同じ時期に創建された可能性が

指摘されています。正道廃寺は郡衙に伴う仏堂か、あるいは密接な関係をもつ小規模な寺

院と考えられます。

平川廃寺は、大谷川扇状地に建立された法
ほうりゅうじ

隆寺式伽藍配置をもつ寺院です。８世紀後半

に主要な建物が建立されますが、飛鳥時代の瓦も少量ながら出土しています。久世廃寺や

正道廃寺と同様に７世紀後半に小規模な前身建物が創建された可能性が指摘されていま

す。塔
とうきだん

基壇は一辺が17.2ｍあり、地方寺院では最大級のものです。国
こくぶんじ

分寺に匹敵する七重

の塔が建立されていたと推定されています。また出土した塑
そ ぞ う

像片から、金堂には丈
じょうろく

六の塑

像が安置されていたと考えられます。これらのことから、山背国の国分寺として建立され

はじめた可能性もあります。

（３）集落のひろがり         								

大谷川扇状地では、扇状地南半（横道遺跡・古宮遺跡）の広い範囲に掘立柱建物を中心と

した集落が営まれています。この集落内では、単独で営まれた竪穴住居も数棟確認されて

います。また、正道遺跡でも官衙Ⅲ期の建物群の西側（官衙Ⅰ・Ⅱ期の建物群があった場所）

で単独で営まれた数棟の竪穴住居が確認されています。奈良時代においても、一部に竪穴

住居で生活する人々がいたことがわかります。

芝山遺跡では、丘陵の広範囲で掘立柱建物の集落が営まれています。また駅
う ま や

家の可能性

のある官衙的な掘立柱建物群や東
とうさんどう

山道と推定される道路跡が確認されています。
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大谷川扇状地や芝山丘陵では集落が拡大し、多くの人々が生活していたことがわかりま

す。

（４）山背国の拠点へ

郡衙の設置や寺院の建立、集落の拡大により、大谷川扇状地周辺から芝山丘陵が山背国

（南山城地域）における政治・文化の拠点の一つに発展したと考えられます。また、この地

は古墳時代初めから交通の要所であり、ヤマト王権時代から重要視されてきたことも大き

な要因と考えられます。

４．そして都は平安京へ・・・平安時代前期（９世紀〜１０世紀）

正道官衙遺跡官衙Ⅲ期の建物群は、９世紀初めに廃絶します。平川廃寺も９世紀初めの

火災で焼失し、再建されずに廃絶します。久世廃寺では金堂や塔は９世紀初めに廃絶する

ようです。講堂は11世紀初めまで存在していたようですが、11世紀前半にはすべて廃絶し

ます。

大谷川扇状地では平川廃寺のすぐ南側（古宮遺跡）で９世紀中頃から10世紀初めの小規模

な掘立柱建物が確認されており、平川廃寺廃絶後に集落が営まれたことがわかります。ま

た、木津川沿いの平地にある塚本東遺跡や丘陵上の芝山遺跡でも、９世紀～10世紀の小規

模な掘立柱建物が確認されています。平安時代前期にも集落は継続するものの、規模が縮

小しており、人口が減少したと思われます。

郡衙や寺院の廃絶、集落の縮小は、平城京から平安京へ遷都されたことが大きな要因で

はないかと考えられます。

メモ
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第２図　芝ヶ原遺跡竪穴住居・掘立柱建物分布図

第１図　久津川古墳群変遷図

第３図　尼塚５号墳横穴式石室

第４図　上大谷12号墳横穴式石室

第５図　６世紀末～７世紀の集落の分布図

横道・古宮
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第６図　大川扇状地周辺奈良時代景観復元想像図

第７図　大谷川扇状地周辺遺跡・古墳分布図

第８図　正道官衙遺跡復元想像図

第９図　正道官衙遺跡官衙Ⅰ期建物群

第10図　正道官衙遺跡官衙Ⅱ期建物群

第11図　正道官衙遺跡官衙Ⅲ期建物群
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第18図　平川廃寺復元想像図

第12図　久世廃寺復元想像図

第13図　久世廃寺伽藍配置図

第14図　久世廃寺出土多嘴瓶
第16図　正道廃寺
出土塼仏片

第15図　夏見廃寺出土
塼仏復元図

第17図　正道廃寺出土相輪片・水煙片

第19図　平川廃寺伽藍配置図
第20図　城陽市周辺の奈良時代の交通路

7
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城陽市芝
しばやま

山遺跡の発掘調査成果と
その意義について

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター調査課
調査員　清水　早織

１．解明がすすむ芝山遺跡

芝山遺跡は、城陽市の東部に広がる丘陵の西端に立地し、東西約950ｍ、南北約840ｍの

範囲に広がる縄文時代から中世にかけての遺跡です（第１図）。

これまで鉄塔や道路建設に伴う発掘調査を16回にわたって実施しています（第２図）。今

回のテーマである奈良時代に限ってみれば、計画的に配置された掘立柱建物群や２条の平

行する溝、そして、井
い げ た

桁に組んだ井戸などが確認されています（第３図）。また、芝山遺跡

の1.5km北方の正道遺跡の中に国史跡正道官衙遺跡が所在し、その周辺には久世廃寺や平

川廃寺、正道廃寺などの寺院が集中して造営されていることが発掘調査によって確認され

ています。

今回は、今年度に発掘調査を実施した東Ａ地区の調査成果を報告するとともに、これま

でに芝山遺跡で確認された奈良時代を中心とする遺構・遺物に焦点をあて、城陽市域にお

ける芝山遺跡の歴史的意義について述べたいと思います。

２．小規模な建物群の広がり（平成 28 年度調査）

平成28年度に調査を行った東Ａ地区では、奈良時代の掘立柱建物群や柵列・土坑などを

確認しました（第４図）。

７棟の掘立柱建物の主軸から建物群を大きく２つのグループに分けることができます。

Ⅰ群は、建物の主軸が座標北から西へ約26°振れる建物群です。建物１は梁行２間（1.8

ｍ）×桁行３間（4.5ｍ）です。また、建物６の東側の梁行は、建物１の西側の梁行と平行し

ています。

Ⅱ群は、建物の主軸が座標北から西へ約35°振れる建物群です。建物４は梁行２間（3.4m）×

桁行３間（5.2m）、建物３は２間で四方（3.0ｍ×3.6ｍ）の総柱建物です。総柱であることから

倉庫と考えられます。建物群の柱穴から、奈良時代の土師器や須恵器が少量ですが出土し

ています。Ⅰ群とⅡ群の新旧関係については、さらに、検討を行う必要があります。

一方、隅丸方形の土坑57は、一辺1.7ｍ、深さ0.5ｍの規模で、最下層に直径10cmほどの

京埋セミナー資料No.134 － 412
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円礫が底にまとまっていました。この円礫とともに土師器・須恵器などの土器や井手町に

ある井
い で

手寺
でら

跡で出土した軒
のきひら

平瓦
がわら

と同じ文様を持つ軒平瓦の破片が１点出土しました。この

軒平瓦の年代は奈良時代中頃と推定されます。

以上のように、確認した建物群は、計画的に整然と配置された状況ではなく、建物規模

も小規模である特徴をもっています。

３．これまでの芝山遺跡の調査成果

先に述べたように芝山遺跡では、これまで16回にわたり発掘調査が行われています。特

に奈良時代にしぼって、それぞれの発掘調査の成果について、みていきたいと思います。

（１）姿を現した芝山遺跡（昭和61年度調査）

この調査では、奈良時代の掘立柱建物群や井戸、平行する２条の溝などが見つかって

います（第５図）。確認した200基の柱穴から掘立柱建物を18棟復原することができました。

また、井桁に組まれた井戸枠がほぼ完存する井戸が見つかりました（第６図）。井戸の掘
ほりかた

形

は、１辺５ｍの隅丸方形で、深さは1.8ｍです。側面は、四面とも幅18cm、厚さ６cm、長

さ160cmの横板を10段以上に組み、四隅に柱を建て、枘
ほぞ

穴に桟
さん

を通し、くさびを打ち込ん

で固定していました。非常に強固な構造をしており、同時期の井戸としては、城陽市内で

は唯一の事例です。構造的には都城や官衙遺跡で確認されている井戸に酷似する特徴をも

っています。

井戸から灰
かいゆうとうき

釉陶器や鉄
てっ ぱ つ が た ど き

鉢形土器、土
ど ば

馬、複
ふくべんはちようれんげ

弁八葉蓮華文
もん

軒丸瓦、塼
せん

、祭祀に関わる斎
い ぐ し

串

などの木製品に加え、桃の種などが数多く出土しました（第７図）。

さらに、平行する３条の溝が見つかりました（第５図）。溝の主軸は、座標北から西へ

約28°振っています。特に溝２は、幅1.6ｍ、溝４は幅1.1ｍを測り、溝の間隔は12.5ｍです。

溝からは、古墳時代後期の須恵器の細片が出土していますが、溝に堆積した土は、井戸や

柱穴と同じ質と色調です。

（２）計画配置された建物群（平成14・15年度調査）

Ａ地区～Ｈ地区までの８か所の調査を行いました。

芝山遺跡の中心的施設の発見

掘立柱建物14棟と総柱建物５棟が見つかりました（第５図）。この調査で検出された建物

群を、平成28年度の東Ａ地区と同じように、主軸で分類すると、大きく３つのグループに

分けられます。これらは出土した土器の検討から８世紀前半、８世紀前半から半ば、８世

紀後半の年代が推定されています。建物32、建物31、建物99、建物100、建物101は、建物
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の主軸がおおむね南北方向で、この４棟は、「ロ」の字形に左右対称を意識して配置され

ています。このように計画的に位置された建物群は、郡庁と考えられている福島県泉廃寺

や滋賀県岡遺跡のように、官衙などにみられる配置と共通しています。「ロ」の字形に配

置された建物群のうち、建物32、建物31、建物99、建物101は梁間が２間であるのに対し、

建物100は梁間が３間であることから、中心的な建物であると考えられます。

方位をそろえた建物と古道の発見（Ｄ地区・Ｅ地区）

Ｄ地区とＥ地区では、建物02や建物03、建物94などの総柱建物とともに、溝35と溝50の

平行する２条の溝を確認しました（第８図）。建物02や03の主軸は、座標北から14°西に振

っています。柱穴を地中に埋める際、柱穴間をつなぐように溝状に掘られた布掘り工法が

用いられています。このような布掘りをもつ建物は、先にみた「ロ」の字形に配置された

建物群とおなじく、官衙遺跡などにみられる特徴をもっています。

溝35や溝50の主軸は、座標北から西へ35°振れる溝です。この主軸は、先に述べた平成

28年度調査東Ａ地区で見つかった建物Ⅱ群と同じ主軸です。溝35から８世紀末～９世紀初

頭の遺物が出土しており、このころに埋まったと考えられます。なお、溝と溝の間隔は約

10ｍであり、昭和61年度の調査で見つかった２条の溝とは少し狭くなっていますが、延長

線上に位置していることから同一の溝と考えられます。

八幡市内里八丁遺跡でも同様の溝が確認されています（第３図）。平行する２条の溝は、

幅約1.2ｍを測り、12ｍの間隔で延びています。同時期、同規模の２条の溝の間に遺構がな

いことから、道路側溝であると考えられます。また、この遺跡は、足利健亮氏が古山陰道

の通過地と推測しており、この道路は、古山陰道の可能性が指摘されています。

このほかにも、古東山道の推定地である滋賀県尼
あまごにし

子西遺跡から幅10ｍの道路跡が見つか

りました。静岡県曲
まがりかねきた

金北遺跡からは、約20ｍ幅の道路跡が検出されています。その道路

側溝からは、木簡が出土しており、古東海道であったことがわかりました。また、兵庫県

行
みゆきちょう

幸町遺跡からは、古山陽道と推定される幅約10ｍの道路跡が見つかっています。このこ

とから、古代の官道は10～20ｍ幅であったことがわかり、昭和61年度や平成14年の調査で

見つかった２条の溝は、芝山遺跡を貫いていた古道であり、それも官道の可能性が考えら

れます（第３図）。

４．万葉集が語る芝山遺跡

以上のように、芝山遺跡では、官衙遺跡でみられるような井戸や、主軸を南北方向にと

り、計画的に「ロ」の字形に配置された建物群、そして古道の存在など、官衙的な特徴を

見出すことができます。
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そのことを前提に、文献史料から芝山遺跡をみていくことにしましょう。

平安時代の史書である『日
に ほ ん こ う き

本後紀』に「山城国山
やましなのうまや

科駅を停めて、近江国勢
せたのうまや

多駅に馬数

を加う」という東山道に関する記事が見られます。その記事などから平城京から山背国府・

巨
おぐらいけ

椋池・山科駅に至るまでの東山道・北
ほくりくどう

陸道の敷設位置が推定されています（第10図）。

また、『万
まんようしゅう

葉集』では柿
かきのもと

本人
ひ と ま ろ

麻呂が詠んだ歌で「白鳥の鷺
さぎさかやま

坂山の松陰に宿りて行かむ夜

も深け行くを」（巻９・1687）や「山代の久世乃鷺坂　神代より春は張りつつ秋は散りけり」

（巻９・1707）などから、「久
く ぜ の

世乃鷺
さぎさか

坂」は城陽の長池付近から宇治丘陵を通り、宇治橋に

至るまでの坂道の一つとして考えられています。現在、鷺坂山は久世神社の東側の坂道に

充てられていますが、「鷺坂」という地名は、芝山遺跡の南に位置する青谷川や長谷川の

丘陵部にもあります。

このことから、芝山遺跡内を通る古道の南方に「鷺坂」があり、なおかつ、芝山遺跡で

は、官衙的な建物群が存在し、古道が、「久世乃鷺坂」→「芝山遺跡」→「正道官衙遺跡」

→「宇治橋」→「山科」を結ぶルートとして復原できることから、東山道・北陸道の可能

性が高いと考えられます。

５．見えてきた奈良時代の東山道と古代の役所

今回、芝山遺跡の発掘調査成果についてみていきましたが、重要な点は２つあります。

まず、昭和61年度Ａ地区と平成14・15年度Ｄ・Ｅ地区で見つかった２条の溝が、古道の側

溝である可能性が高いことです。先行研究を提起された高橋美久二氏の復原によると、こ

の２条の溝を北西へ直線上にのばすと、正道官衙遺跡につながっていきます。また、大津

市堂ノ上遺跡や甲良町尼子西遺跡などで見つかった東山道の道路側溝と考えられる２条の

溝の幅は９～12ｍです。上記の３か所で見つかった２条の溝の間隔は、この道路幅におお

むね一致することや「鷺坂」という地名と万葉集の歌の関連性から東山道と考えられます。

もう一つは、「ロ」の字形に配置されている建物群が、官道沿いに設置された官衙的施

設である可能性です。また、主要な建物を取り囲むように配置された小規模な建物群は、

官衙的な施設などを管理する人々の居住施設であると考えられます。

以上のように、16回におよぶ発掘調査によって芝山遺跡の性格が明らかになってきまし

た。今後、城陽市内で見つかっている奈良時代の遺跡との並行関係を確認しながら、芝山

遺跡がもつ歴史的な意義を考えていくことは、南山城地域の奈良時代の様相を考えて行く

うえでも必要な研究になると考えられます。
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第１図　周辺主要遺跡地図（国土地理院　1/25,000　宇治）
１．芝山遺跡	 ２．芝山古墳群	 ３．梅の子塚古墳	 ４．長池古墳	 ５．森山遺跡	 ６．小樋尻遺跡
７．宮ノ平古墳群	 ８．芝ヶ原遺跡	 ９．正道遺跡	 10．久津川車塚古墳	 11．丸塚古墳	 12．芭蕉塚古墳
13．梶塚古墳	 14．箱塚古墳	 15．山道古墳	 16．芝ヶ原古墳群	 17．尼塚古墳群	 18．上大谷古墳群
19．西山古墳	 20．青塚古墳

第２図　芝山遺跡　調査区配置図
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第３図　芝山遺跡　掘立柱建物および古道検出状況図
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図 　 遺 　掘 物 よび 出状況図
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第５図　昭和61年度・平成14年度調査地　遺構概念図
（高橋美久二 2006『京都府埋蔵文化財論集』第５集より転載・一部改変）

第４図　平成28年度　東Ａ地区　平面図
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図 　 2 　東 　 図

図 　 61 ・ 1 　 図

　　(高橋美久二　2006 より転載・一部改変 )
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第６図　昭和61年度調査　井戸関係図

第７図　昭和61年度調査　出土遺物
（小池寛 2003『京都府埋蔵文化財情報』第 89 号より転載・一部改変）図７　昭和 61 年度調査　出土遺物　

(小池寛　2003　京都府埋蔵文化財情報 89 号より抜粋 )

※１～５・７～ 24：井戸　６：包含層

ほぞ穴・さん・くさびの状況

井戸掘り方

井戸枠

図６　昭和 61 年度調査　井戸関係図

概念図平・断面図

図 　 61 　 　

( 　200 　 より )

・ 2 　

・ ・

図 　 61 　 図

図・ 図
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第８図　平成14・15年度　Ｄ・Ｅ地区　遺構概念図

表１　建物群方位分類一覧表

群 主軸方位 平成 28 年度調査 平成 14・15 年度調査 昭和 61 年度調査
建物 桁行 梁行 建物 桁行 梁行 建物 桁行 梁行

Ⅰ群
座標北から
西に 26°傾く

建物１ ３間（4.5m） ２間（1.8m） 建物 108 ４間（8.4m） ２間（3.6m） 建物２ ２間（5.04m）２間（3.64m）
建物５ ２間（4.2 ｍ） ３間（7.2m） 建物 05 ３間（4.9m） ２間（3.5m） 建物 10 ２間（6.08m）	２間（4.0m）
建物６ １間（２m以上）２間（3.4m） 建物 01 ２間（3.6m） ２間（3.3m） 建物 11 ３間（3.95m）２間（3.2m）
建物７ １間（2.1m以上） 建物 04 ２間（3m以上）２間（2.6m） 建物５ １間（3.44m）１間（3.2m）

建物 227 ３間（5.4m） ２間（4.2m） 建物 13 ３間（5.36m）	２間（2.84m）
建物 96 ２間（4.2m） ３間（5.4m）

Ⅱ群
座標北から
西に 35°傾く

建物３ ２間（3.0m） ３間（3.6m） 建物 95 ４間（10.5m） ３間（4.5m）
建物４ ２間 3.4（m） ３間（5.2m） 建物 15

Ⅲ群 座標北

建物 31 ６間（12.6m） ２間（4.2m）
建物 32 ７間（15.6m） ２間（3.5m） 建物８ ２間（6m） ３間（5.36m）
建物 101 ３間（4.2m） ２間（3.6m） 建物９ ５間（6.6m） ２間（4.4m）
建物 102 ３間（5m） ２間（4.2m）
建物 103 ３間（5.4m） ３間（4.4m）
建物 124 ２間（2.6m以上）２間（2.6m以上）
建物 100 ７間（14.4m） ３間（4.8m）
建物 70 ３間（6.3m） ２間（4.2m）
建物 99 ３間（5.4m） ２間（4.5m）
建物 87 ２間（4.2m） ２間（3.6m）
建物 88 ３間（4.4m） ２間（4.2m）
建物 105 ６間（12.6m） ２間（4.4m）

0 20ｍ

建物 04

建物 02

建物 03

建物 93

建物 92

建物 94

溝 35

建物 227

溝 35

溝 50

溝 50

図９　Ｄ・Ｅ地区　遺構概念図　

表１　建物群方位分類一覧表

布掘をもつ掘立柱建物 02

Ｄ地区

Ｅ地区
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第９図　北陸・東山道　推定ルート（高橋美久二『京都府埋蔵文化財論集』第５集より転載・一部改変）図 10　北陸・東山道　推定ルート (高橋美久二  2006 より転載・一部改変 )

正道官衙遺跡
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恭
く に き ゅ う

仁宮跡朝集院の発掘調査成果から
京都府教育庁指導部文化財保護課

副主査　古川　匠

１．はじめに

京都府内には、古代に平安京、長岡京、恭仁京という３つの都が造られました（第１図）。

京都市の中心部に造られた平
へいあんきょう

安京は、延
えんりゃく

暦13（794）年から明
め い じ

治元（1868）年までその役割を

果たした、いわゆる「千年の都」です。また、平安京に都が遷される直前の延暦３（784）

年からの10年間は、現在の向日市・長岡京市・京都市・大山崎町にかけて造られた長
ながおかきょう

岡京

で政務が行われました。

そして、この３つの中では最も古く、今からおよそ1270	年前の天
てんぴょう

平12（740）年に、聖武

天皇により、現在の木津川市加茂町、山城町、木津町にわたって造られたのが「恭
く に き ょ う

仁京」、

その中心となるのが、加茂町瓶
みかのはら

原の地に造られた「恭
く に き ゅ う

仁宮」です。

京埋セミナー資料No.134 － 413

第１図　古代の京都の位置



19
宮の中には、主に天皇が暮らし、さまざまな儀式などが行われた内

だ い り

裏、政治や国家の儀

式などが行われた大
だいごくでん

極殿や朝
ちょうどういん

堂院、さらには官人達が仕事を行った役所（官
か ん が

衙）など、国の

中でも最も重要な施設が造られました。恭仁宮を中心とする木津川市の一帯は、短期間な

がら国の首都となっていたのです。

しかし、その４年後の天平16（744）年には、都は現在の大阪市の難
なにわのみや

波宮へと遷
うつ

され、さ

らには平城京へと戻されることとなりました。恭仁宮は、その役目を終えた後、天平18（746）

年に山城（山背）国分寺へと造り替えられました。

２．これまでの調査成果

昭和48年度以降、京都府教育委員会や加茂町（現木津川市）教育委員会が毎年実施してい

る発掘調査によって、宮の範囲、大極殿や内裏などの宮内の主要な施設が見つかり、恭仁

宮跡の実体が少しずつ分かってきました（第２図）。

恭仁宮跡は東西に約560ｍ、南北に約750	ｍの大きさで設計され、その周囲は高い土塀

（築
ついじべい

地塀）で囲まれていました。

大極殿は、宮の中心から少し北側に造られており、高さ１ｍ以上の大きな土壇の上に

造られた東西が45ｍ、南北が20ｍもある大きな建物でした。朱塗りの太い柱を大きな石材

（礎
そ せ き

石）の上に建てた礎石建物で、北西と南西の隅に置かれていた礎石は、当時のまま動か

されていないことが調査によってわかりました。

大極殿を取り囲む大極殿院回廊は、北西隅付近を確認しています。回廊は築地を中央に

築き、その両側を通路にした「複
ふくろう

廊」と呼ばれる立派な形式のものです。奈良時代に関す

る公の歴史書である『続
しょくにほんぎ

日本紀』には、平城京から恭仁京へ都が遷された際、平城宮の大

極殿とともに、その周囲に設けられていた「歩
ぶ ろ う

廊（回廊）」が恭仁宮へ移築されたことが記

載されています。発掘調査の結果、恭仁宮の大極殿や築
ついじかいろう

地回廊が、平城宮と同じ規格で造

られていることが確認され、『続日本紀』の記述が裏付けられました。

大極殿の北側には、内裏に相当する施設が東西に２つ並んで設けられていたことを確認

しています。現在のところ、この２つの区画をそれぞれ「内裏西地区」、「内裏東地区」と

呼んでいますが、このような施設の配置は、恭仁宮以外には見られなかったもので、どち

らが天皇の住まわれた内裏なのかは、はっきりしていません。「内裏西地区」は、周りが

全て板塀（掘
ほったてばしらべい

立柱塀）で囲まれた、東西約98ｍ、南北約128ｍの大きさです。「内裏東地区」

は北側が板塀（掘立柱塀）、残る南側、東側及び西側は、土塀（築地塀）で囲まれており、東

西約109ｍ、南北約139ｍの大きさで、「内裏西地区」より一回りほど大きく造られている

ことがわかっています。
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朝集殿院

0 200m

内裏西地区 内裏東地区

山背国分寺域

恭仁宮域

朝堂院朝堂院

朝集院朝集院

大極殿院大極殿院

大極殿大極殿

②

①

③③
④
⑤

⑥

⑦

第２図　恭仁宮跡全体図および平成 28年度発掘調査地点位置図（S=1/4,000)第２図　恭仁宮跡全体図および平成28年度発掘調査地点位置図（S=1/4,000）
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朝堂院・朝

ちょうしゅういん

集院では、これまでその周囲を区画する板塀（掘立柱塀）の一部が確認されて

います。朝堂院は、東西約134ｍ、南北約125ｍの規模で、朝集院よりも東西幅がやや狭く

なることがわかっています。南部では、近年の調査で朝堂院南門、朝堂に相当する建物が

１棟、そして元日朝賀に伴う宝
ほうどう

幢（幢
ど う き

旗）遺構が見つかっています。

３．平成 28 年度の調査成果（朝集院地区）

平成28年度は、朝集院地区の規模と内部の確認を目的として平成28年９月から12月まで

発掘調査を実施しました。朝集院は、官人たちが勤務前の早朝に集合し、朝堂院南門が

開くまで待機した空間とされています。他の宮跡の多くでは、朝集院の中で左右一対の

「朝
ちょうしゅうどう

集堂」と称される建物が見つかっていますが、恭仁宮跡では未検出です。

①朝集院北東部の発掘調査

第１トレンチ（第３図）

朝集院の東部南よりに設定したトレンチです。調査トレンチの北部で恭仁宮の時期の整

地層を検出しました。整地層を掘削し、東から西に緩やかに傾斜の下る地山層を確認しま

した。もとは斜面地で、恭仁宮の造成に伴って平坦に埋め立てられたようです。

昨年度の第95次調査で西隣の地点（ＩＯ12Ｂ－ｓトレンチ）を調査し、同じ整地層の延長

を検出しています。今回の調査と合わせて、東西25ｍ以上にわたって造成作業が行われて

いたことがわかりました。

第２トレンチ（第３図）

東西方向及び南北方向の柱穴列を検出しました。南北方向の柱穴列は、主軸方向が座標

北から振っています。このような主軸方向の小規模な建物が、これまでの発掘調査で複数

見つかり、朝集院の区画塀よりも古い時期であることが分かっています。第２トレンチで

見つかった柱穴列も恭仁宮の本格的な整備より古い遺構と考えられます。

第３〜５・７トレンチ（第４・５図）

朝集院区画施設の確認のために設定した第３～５・７トレンチ（第４図）で、朝集院東辺

区画塀と考えられる柱穴列と柱穴列に平行する溝を検出しました。柱穴の大きさは一辺

0.8ｍ～1.3m、柱痕跡の直径は0.4～0.5ｍです。そして、第５トレンチの柱穴ＳＰ502の一部

を底まで掘ったところ、深さは1.3mでした。ほかの柱穴も同じくらいの深さと考えられま

す。大きく深い穴を掘って、太い柱を据え付けていたことがわかります。柱の位置を検討
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SX16101検出範囲
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08 -IO12B-s（第95次）

IO08B-s断割り　南壁土層

IO12B-s断割り　南壁土層

SX16101

abcd

１．10YR4/1　褐灰色粘質シルト（表土）
２．10YR6/1　褐灰色シルト（橙褐色粘土まじり、水田床土）
３．10YR7/2　にぶい黄橙色粘質シルト（水田床土）
４．10YR7/2　にぶい黄橙色シルト（水田床土）
５．10YR6/2　灰褐色砂質シルト
６．10YR7/2　にぶい黄橙色シルト
７．10YR7/2　にぶい黄橙色シルト
８．2.5Y6/3　にぶい黄色粘質シルト
９．10YR6/3　にぶい黄橙色砂質シルト
10．2.5Y7/2　灰黄色細砂
11．2.5Y6/3　にぶい黄色粘質シルト

12．2.5Y8/6　黄色粘質シルト
13．2.5Y6/2　灰黄色粘質シルト
14．2.5Y9/4　浅黄色シルト（灰黄色まじり）
15．2.5Y6/1　黄灰色シルト
16．2.5Y7/2　灰黄色粘質シルト
17．2.5Y8/6　黄色粘質シルト
18．2.5Y7/3　浅黄色粘質シルト
19．2.5Y6/4　にぶい黄色粘質シルト
20．2.5Y6/2　灰黄色粘質シルト（黄褐色粘土まじり）
21．2.5Y8/6　黄色粘質シルト
22．2.5Y8/6　黄色粘質シルト

23．2.5Y6/1　黄灰色シルト
24．2.5Y7/4　浅黄色粘質シルト
25．2.5Y7/3　浅黄色粘質シルト
26．2.5Y6/2　灰黄色粘質シルト
27．2.5Y6/2　灰黄色粘質シルト
28．2.5Y6/4　にぶい黄色粘質シルト
29．2.5Y7/4　浅黄色粘質シルト
30．2.5Y7/6　明黄褐色粘質シルト
31．2.5Y6/2　灰黄色シルト
32．N5/　 　  灰色粘質シルト（固く締まる）
33．2.5Y7/4　浅黄色粘土（地山）
※　第９層〜第32層　SX16101

１．10YR4/1　褐灰色粘質シルト（ＩＯ08Ｂ-s第１層と同一層）
２．10YR6/1　褐灰色シルト　　（　　〃　    第２層　　〃　）
３．2.5Y6/3　にぶい黄色粘質シルト（　〃     第８層　　〃　）
４．10YR7/8　黄褐色粘質シルト(灰褐色シルトまじり)
５．2.5Y5/1　黄褐色粘質シルト(褐色ブロックまじり)
６．10YR5/2　灰黄褐色シルト質極細砂
７．2.5Y6/1　黄灰色シルト質粘土(黄褐色粘土ブロックを含む。整地層。
　　　　　　遺物包含層。飛鳥〜奈良時代)
８．N5/　 　  灰色粘質シルト(固くしまる。飛鳥〜奈良時代の遺物包含層

ＩＯ08Ｂ-s第８層と同一層。)
９．2.5Y7/4　浅黄色粘土（地山。ＩＯ08Ｂ-s第９層と同一層。）　
※　第７・８層　SX16101

Y=-12,360 Y=-12,350 Y=-12,340 Y=-12,330

X=-137,610

X=-137,620

SD16102

SX16101

L=50.50m

L=50.00m

11
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８８
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SA16201

SA16202

SA16204

SA16203

X=-137,565

Y=-12,360

X=-137,570

L=51.00m

L=51.50m

（西壁土層）

１．10YR4/1　褐灰色粘質シルト
２．10YR5/1　褐灰色シルト
３．10YR6/1　褐灰色砂質シルト
４．10YR6/2　灰黄褐色砂質シルト
５．10YR6/1　褐灰色砂質シルト（やや明るい）
６．10YR7/1　灰白色砂質シルト
７．10YR6/1　褐灰色砂質シルト

８．10YR5/3　にぶい黄褐色シルト
９．10YR6/1　褐灰色砂質シルト（礫まじり）
10．10YR7/2　にぶい黄橙色粘質シルト
11．10YR6/1　灰褐色シルト（礫・炭化物混じる。整地層）
12．10YR6/4　にぶい黄橙色粘質シルト（炭化物混じる。整地層または下層遺構）
13．10YR7/6　明黄褐色シルト質粘土（地山）
14．N7/　灰白色砂質シルト（黄褐色の斑点が多量混じる。地山）

11
22 3344 7755 66 88 99

1010
1111 1111 1212131313131414 1414

0 4m

0 4m

第３図　第１・２トレンチ平面図（S=1/250・1/100）第３図　第１・２トレンチ平面図（S=1/250・1/100）
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第４図　朝集院北東部平面図（S=1/200）第４図　朝集院北東部平面図（S=1/200）
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北辺長134.6m（≒453尺）
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（=420.2尺）

西辺長125.8m
（≒423尺）

宝幢（幢旗）

第１トレンチ

第３トレンチ

第２トレンチ

第４トレンチ
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第６トレンチ

第７トレンチ

ＳＡ5501
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ＳＡ0902
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朝堂院

390尺（朝堂院東西幅）

（推定）恭仁宮中心軸ライン

朝堂院南門

朝集院

※１尺＝0.297ｍとして算出。

X=-137,644.4
Y=-12,309.0

X=-137,570.7
Y=-12,309.6
（南東角から
 　288.2尺）

X=-137,537.4
Y=-12,310.3
（南東角から
　400.3尺）

第５図　朝集院地区・朝堂院地区南部トレンチ配置図（S=1/1,000）第５図　朝集院地区・朝堂院地区南部トレンチ配置図（S=1/1,000）
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第３〜５・７トレンチ（第４・５図）
　朝集院区画施設の確認のために設定した第３〜５・７トレンチ（第３図）で、
朝集院東辺区画塀と考えられる柱穴列と柱穴列に平行する溝を検出しました。柱
穴の大きさは一辺 0.8 ｍ〜 1.3m、柱痕跡の直径は 0.4 〜 0.5 ｍです。そして、
第５トレンチの柱穴ＳＰ502の一部を底まで掘ったところ、深さは1.3mでした。
ほかの柱穴も同じくらいの深さと考えられます。大きく深い穴を掘って、太い柱
を据え付けていたことがわかります。柱の位置を検討すると、ほとんどの柱が３
ｍ（10 尺）間隔で並んでいますが、第 3 トレンチのＳＰ 303 と 304 は 3.3 ｍ（11
尺）の間隔です。また、ほかの柱は一直線上に並んでいますが、ＳＰ 303 は位
置が少し東にずれています。
　溝ＳＤ 01 とＳＤ 02 は柱穴列に平行する溝です。ＳＤ 01 とＳＤ 02 の位置は、
柱の位置から 0.9m（３尺）ずつ等間隔で距離を保っていることから、柱穴列と
関連する遺構と考えられます。第 7 トレンチのＳＰ 701 から北には柱穴が検出
されず、また、両脇のＳＤ 01・ＳＤ 02 が東西方向に直角に曲がることが分か
りました。したがって、ＳＰ 701 が朝集院の北東角柱であることが確定しました。
過去の調査で南東角、南西角、北西角が既に見つかっているため、今年度の調査
で朝集院の四隅の柱位置が確定しました。我が国の宮跡で朝集院の四至が正確に
判明したのは、今回が初の事例となります。

朝集院の掘立柱塀について（第５図・表１、２）　
　今年度の調査で朝集院の四至が確定し、四周にめぐらされた掘立柱塀の全体像

柱位置 Ｘ座標 Y 座標 南東隅からの距離 尺（0.297 m）
南東隅 -137,656.3 -12,308.7 − −

南東角から三本目 -137,647.3 -12,308.9 9.0m 30.3
　　〃　　四本目 -137,644.4 -12,309.1 11.9m 40.1

ＳＰ 304 -137,570.7 -12,309.6 85.6m 288.2
ＳＰ 302 -137,564.4 -12,309.8 91.9m 309.4
ＳＰ 501 -137,537.4 -12,310.3 118.9m 400.4

ＳＰ 701（北東角） -137,531.5 -12,310.3 124.8m 420.2

主軸方位 全長 尺（0.297 m） 尺（0.296m） 尺（0.298m）
北辺 N-91.1°-W 134.7 ｍ 453.5 455.1 452.0
南辺 N-91.5°-W 133.7 ｍ 450.2 451.7 448.7
東辺 N-1.1°-W 124.8 ｍ 420.2 421.6 418.8
西辺 N-1.5°-W 125.8 ｍ 423.6 425.0 422.1

表１　朝集院地区　四辺の直線距離

表２　朝集院地区　東辺区画塀柱穴の位置

第３〜５・７トレンチ（第４・５図）
　朝集院区画施設の確認のために設定した第３〜５・７トレンチ（第３図）で、
朝集院東辺区画塀と考えられる柱穴列と柱穴列に平行する溝を検出しました。柱
穴の大きさは一辺 0.8 ｍ〜 1.3m、柱痕跡の直径は 0.4 〜 0.5 ｍです。そして、
第５トレンチの柱穴ＳＰ502の一部を底まで掘ったところ、深さは1.3mでした。
ほかの柱穴も同じくらいの深さと考えられます。大きく深い穴を掘って、太い柱
を据え付けていたことがわかります。柱の位置を検討すると、ほとんどの柱が３
ｍ（10 尺）間隔で並んでいますが、第 3 トレンチのＳＰ 303 と 304 は 3.3 ｍ（11
尺）の間隔です。また、ほかの柱は一直線上に並んでいますが、ＳＰ 303 は位
置が少し東にずれています。
　溝ＳＤ 01 とＳＤ 02 は柱穴列に平行する溝です。ＳＤ 01 とＳＤ 02 の位置は、
柱の位置から 0.9m（３尺）ずつ等間隔で距離を保っていることから、柱穴列と
関連する遺構と考えられます。第 7 トレンチのＳＰ 701 から北には柱穴が検出
されず、また、両脇のＳＤ 01・ＳＤ 02 が東西方向に直角に曲がることが分か
りました。したがって、ＳＰ 701 が朝集院の北東角柱であることが確定しました。
過去の調査で南東角、南西角、北西角が既に見つかっているため、今年度の調査
で朝集院の四隅の柱位置が確定しました。我が国の宮跡で朝集院の四至が正確に
判明したのは、今回が初の事例となります。

朝集院の掘立柱塀について（第５図・表１、２）　
　今年度の調査で朝集院の四至が確定し、四周にめぐらされた掘立柱塀の全体像

柱位置 Ｘ座標 Y 座標 南東隅からの距離 尺（0.297 m）
南東隅 -137,656.3 -12,308.7 − −

南東角から三本目 -137,647.3 -12,308.9 9.0m 30.3
　　〃　　四本目 -137,644.4 -12,309.1 11.9m 40.1

ＳＰ 304 -137,570.7 -12,309.6 85.6m 288.2
ＳＰ 302 -137,564.4 -12,309.8 91.9m 309.4
ＳＰ 501 -137,537.4 -12,310.3 118.9m 400.4

ＳＰ 701（北東角） -137,531.5 -12,310.3 124.8m 420.2

主軸方位 全長 尺（0.297 m） 尺（0.296m） 尺（0.298m）
北辺 N-91.1°-W 134.7 ｍ 453.5 455.1 452.0
南辺 N-91.5°-W 133.7 ｍ 450.2 451.7 448.7
東辺 N-1.1°-W 124.8 ｍ 420.2 421.6 418.8
西辺 N-1.5°-W 125.8 ｍ 423.6 425.0 422.1

表１　朝集院地区　四辺の直線距離

表２　朝集院地区　東辺区画塀柱穴の位置

表１　朝集院地区　四辺の直線距離

表２　朝集院地区　東辺区画塀柱穴の位置

すると、ほとんどの柱が３ｍ（10尺）間隔で並んでいますが、第３トレンチのＳＰ303とＳ

Ｐ304は3.3ｍ（11尺）の間隔です。また、ほかの柱は一直線上に並んでいますが、ＳＰ303は

位置が少し東にずれています。　

溝ＳＤ01とＳＤ02は柱穴列に平行する溝です。ＳＤ01とＳＤ02の位置は、柱の位置から

0.9m（３尺）ずつ等間隔で距離を保っていることから、柱穴列と関連する遺構と考えられま

す。第７トレンチのＳＰ701から北には柱穴が検出されず、また、両脇のＳＤ01・ＳＤ02	

が東西方向に直角に曲がることがわかりました。したがって、ＳＰ701が朝集院の北東角

柱であることが確定しました。過去の調査で南東角、南西角、北西角が既に見つかってい

るため、今年度の調査で朝集院の四隅の柱位置が確定しました。我が国の宮跡で朝集院の

四至が正確に判明したのは、今回が初の事例となります。

朝集院の掘立柱塀について（第５図・表１、２）　

今年度の調査で朝集院の四至が確定し、四周にめぐらされた掘立柱塀の全体像をほぼ復

元することが可能となりました。

まず、朝集院の四隅の直線距離を正確に計算できるようになりました。そして計算の結

果、東辺の長さは124.8ｍ、南辺は133.7ｍであることが分かります。宮の建築の重要な単

位である「尺」の長さは、同じ奈良時代でも宮によって長さがまちまちで、平城宮では

0.295	ｍまたは0.296m、後期難波宮では0.296ｍまたは0.298ｍ、長岡宮では0.296ｍとされて

います。仮に恭仁宮朝集院の１尺の長さを0.297ｍとすると、東辺の長さは420.2尺、南辺の
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長さは450.2尺となり、10尺でほぼ割り切れる数字となります。東辺のほかの柱の距離も測

ってみると、角に近い柱は同様に切りの良い距離に立てられたことがわかりました。古

代の宮や寺院の建築や区画は切りの良い数字で建てられるので、恭仁宮朝集院は１尺＝	

0.297ｍで設計された可能性が高そうです。

西辺の長さは125.8ｍ（約423尺）、北辺は134.7ｍ（約453尺）であることがわかりました。西

辺は東辺より１ｍ、北辺は南辺より１m長いのですが、誤差は１%以内にとどまっており、

測量技術の高さがわかります。

また、朝集院の東辺に注目すると、北東角と南東角の柱の距離は正確な測量で420尺か

らほとんど誤差がありませんが、中間の柱の距離は統一され規則正しく一直線上に並んで

いるわけではなく、第３トレンチＳＰ303のように隣の柱との間隔が広く、直線上に並ば

ない柱があります。また、平成元年度の第28次調査でも、朝集院南東部で位置のそろわな

い柱が検出されています。部材の大きさなどに応じて、柱の間隔や位置を調整しているよ

うです。このような工夫が判明したことも、今年度の調査の重要な成果です。

第６トレンチ（第４・６図）

朝集院地区北東部の第６トレンチでは、奈良時代の土師器、須恵器、鉄器破片などが廃

棄された土坑ＳＫ601を検出しました。出土土器の中には煮炊き具が含まれ、日常生活に

用いられた道具を捨てたゴミ穴のようです。

恭仁宮朝集院があった時期に人が居住したとは考えにくいので、恭仁宮を造る前か、恭

仁宮が宮の機能を終えた後の遺構と考えられます。

まとめ

今年度の調査では、朝集院区画塀の四至が確

定し、恭仁宮の造営で使われた基準尺度に迫る

成果が得られました。１尺の長さは都城によっ

て異なり、例えば平城宮・平城京では0.295ｍ、

難波宮では0.298ｍであることがわかっています。

恭仁宮が１尺＝0.297ｍで設計されたとすると、

まだ謎の多い恭仁宮・恭仁京の実像を探る大き

な手がかりになるでしょう。そして、朝集院の

区画が長方形にきわめて近い形だったこともわ

かりました。奈良時代の人々は高い測量技術を 第６図　第６トレンチＳＫ601（S=1/80）
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駆使して恭仁宮を設計していたのです。

また、今年度に検出した整地層は、不明な点の多い恭仁宮の造営過程を検討する上で、

注目されます。

恭仁宮整備の前後の時期と考えられる遺構も複数見つかりました。小規模な建物は恭仁

宮造営に携わった工人たちが仮住まいにしたり、物置きなどに使ったのかもしれません。

そして、第６トレンチの土坑ＳＫ601は恭仁宮の建設に携わった人々か、あるいは廃都後

に片付けを行った人々が掘ったゴミ穴と考えられます。歴史書には有名な人物の事績だけ

が記されていますが、今年度の発掘調査では、恭仁宮に関わった無名の人々の足跡をたど

る成果も得られました。

　

恭仁宮跡の発掘調査では、まだ多くの課題が残っています。今後も発掘調査を重ね、恭

仁宮の実像を解明していきたいと思っています。

最後になりましたが、今回の調査に際し、調査に参加していただいた皆さん、各方面か

ら御指導、御協力いただいた方々に、深く感謝いたします。

メモ
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